
【北海道警察】天塩川上流の減災に関する取組の実施状況

道警察における取組

〇 所属における災害警備訓練の実施 など

・ 平成30年度石狩水系豊平川総合水防演習への参加（6/17）
警察本部及び管轄警察署により
「災害対策現地合同本部運営訓練」
「河川・道路巡視訓練」
「救出救助訓練〔土砂埋没車両想定・河川増水想定〕」 を実施

○ 地域住民や学校・事業所等を対象とした、防災講話や
DIG訓練の実施

○ 市町村等主催の防災訓練への参加

今後の取組

○ 地域住民も参加する災害警備訓練の企画・実施

○ 防災講話・広報・訓練を通じた住民の防災意識向上

H30年度総合水防演習への参加

住民参加訓練

学校における防災講話
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気象庁
旭川地方気象台

Asahikawa Local Meteorological  Office
Japan Meteorological Agency平成30年7月豪雨における危険度分布の実際

平成30年7月3日の溢水によるペーパン川浸水域
（溢水発生時刻は概ね5時から5時30分くらい）

ペーパン川

ペーパン川水位観測所

「洪水警報の危険度分布」は洪水警報を補足する情報で、指定河川洪水予報の発表対象ではない中小河川（水位周知河川及びその
他河川）の洪水害発生の危険度の高まりの予測を示している。洪水警報等が発表されたときに、どこで危険度が高まるかを面的に
確認することができ、3時間先までの流域雨量指数の予測値が洪水警報等の基準値に到達するかどうかで、危険度を5段階に判定
し、色分け表示している。
平成30年7月豪雨では旭川市を流れるペーパン川で7月3日5時頃に外水氾濫（溢水）があり、浸水家屋は床下浸水5棟、田畑等

浸水面積は約36haだった。溢水するおよそ6時間前の7月2日23時からの「洪水警報の危険度分布」の変化を紹介する。

1
気象庁
旭川地方気象台

Asahikawa Local Meteorological  Office
Japan Meteorological Agency

2時から3時までの1時間に「警戒」を表す赤や、「非常に危険」を表す薄紫が急激に広がっている。これは３時間先までに危険が
迫っていることを示している。（この図では1時間毎だが、気象庁ホームページでは10分毎に図は変化する。）

旭川市 ペーパン川周辺の危険度分布

2
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7月2日 7月3日

流
域
雨
量
指
数

水
位

旭川市ペーパン川_ペーパン川水位観測所

水位
流域雨量指数

水防団待機水位

氾濫注意水位

避難判断水位

氾濫危険水位

洪水注意報基準

洪水警報基準

一段上の洪水警報基準

相関係数：0.97

05:00～05:30
外水氾濫（溢水）発生

03:00水防団待機水位超過

04:50氾濫注意水位超過

04:30洪水注意報
基準を実況で超過

05:20洪水警報基準
を実況で超過

水位観測所地点における水位と流域雨量指数を比較

3
気象庁
旭川地方気象台

Asahikawa Local Meteorological  Office
Japan Meteorological Agencyまとめ

平成30年7月豪雨における旭川市 ペーパン川の外水氾濫（溢水）の状況と、
「洪水警報の危険度分布」を比較したところ、ピンポイントに外水氾濫する箇所
を適中させることは難しいが、旭川市のどの辺りで危険度が高まっているかを把
握できた。水位計のない小河川は特に水位の上昇が早いため有効。

4

現地
情報

予測
情報

避難
勧告

「洪水警報の危険度分布」もこ
れ単独では現実感が不十分。

両者を組み合わせて納得感を
伴った避難勧告に。

水位監視が最も重要。ただ、水
位計・監視カメラからの情報で
は避難が間に合わない事例も。

極めて危険を示す「濃い紫」が出現してからではすでに氾濫による冠水等で避難が
困難なおそれも。このため、水位上昇の予測を示す「薄紫」が出現した時点で河川
の現況を確認のうえ速やかに避難開始の判断を。 40



Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

胆振東部地震における災害支援について

平成31年1月

旭川開発建設部 防災対策官
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1

平成30年9月6日3時7分発生
震源地：胆振地方中東部

北海道内の震度（震度6弱以上）
震度7 厚真町
震度6強 安平町、むかわ町
震度6弱 札幌市東区、千歳市、平取町、日高町

旭川開発建設部管内の震度
震度4     旭川市、 富良野市、鷹栖町、当麻町、

中富良野町、南富良野町、占冠村、剣淵町
震度3     士別市、名寄市、東神楽町、比布町、愛別町、

東川町、美瑛町、上富良野町、和寒町、
幌加内町

震度2 下川町、美深町、上川町、中川町
震度1     音威子府村

胆振東部地震概要
旭川開発建設部では管内で、震度4を観測した自治体

があった場合、地震災害（注意体制）を発令し、各事務所
等において、管理している各施設の臨時点検を行います。
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2

旭川開発建設部の災害体制
以下は、地震発生日の旭川開発建設部災害体制時

系列です。
平成30年9月6日

3時07分 地震発生
3時08分 地震災害「注意体制」発令（管内最大震度4）
6時00分 その他（災害支援）「警戒体制」発令（自治体支援準備）

10時00分 応援対策本部設置（胆振東部被災地対応）
平成30年9月14日

14時00分 地震災害「注意体制」解除（当部管理施設点検完了）
平成30年12月28日

17時00分 その他（災害支援）「注意体制」に移行（TEC-FORCE派遣終
了）
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宗谷総合振興局 ４人・日

オホーツク総合振興局 ４人・日

日高振興局 ２人・日

渡島総合振興局 ２人・日

胆振総合振興局 ４２人・日

函館市 ２人・日

登別市 ５人・日

苫小牧市 １４人・日

千歳市 ５人・日

恵庭市 ８人・日

北広島市 ６人・日

札幌市 ７人・日

北海道 ５４人・日

札幌建設管理部 ２人・日

石狩振興局 ４人・日

石狩市 ４人・日

江別市 ６人・日

新篠津村 ２人・日

岩見沢市 ５人・日

空知総合振興局 ５人・日

上川総合振興局 ２人・日

三笠市 ６人・日

南幌町 ４人・日

長沼町 ２人・日

栗山町 ４人・日

由仁町 ４人・日

※北海道開発局の人数を集計しています。
また、人数は速報値であり、今後変更の可能性があります。

十勝総合振興局 ６人・日

新ひだか町 ４人・日

日高町 １９人・日

平取町 ７人・日

むかわ町 ９２人・日

厚真町
３４１人・日

安平町 １１０人・日

苫東中央管理ＳＴ １７人・日

札幌市消防局 ３人・日

安平町・むかわ町 ８人・日 3

▲道庁リエゾン
▲岩見沢市リエゾン

▲安平町リエゾン

※平成30年10月15日をもって派遣終了

TEC-FORCE派遣（リエゾン）箇所図
地震発生直後よりリエゾンを派遣し、被災状況や支援ニーズの把握

・収集を実施。（32機関のべ812人）
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各地整（近畿・沖縄を除く７地整）からTEC-FORCE のべ1,887名が

集結し、自治体（4市5町）所管施設の被災状況調査や給水支援等を実
施。

三笠市

江別市

長沼町

恵庭市

千歳市
安平町

苫小牧市

厚真町
むかわ町

日高
町

日高
町

札幌
市

室蘭
市

【三笠市】
被災状況調査(河川・砂防・道路)

【日高町】
給水支援

【江別市】
被災状況調査(道路)

【長沼町】
被災状況調査(河川・砂防)

【むかわ町】
被災状況調査(河川・砂防・道路)
橋梁点検

【厚真町】
被災状況調査(河川・砂防・道路)
橋梁点検、給水支援

【安平町】
被災状況調査(河川・砂防・道路)
被災建築物調査、橋梁点検、給水支援

【室蘭開発建設部】
災害対策本部

【北海道開発局】
災害対策本部
TEC-FORCE総合司令部

【恵庭市】
被災状況調査(砂防・道路)

【苫東中央管理ST】
TEC-FORCE前線基地

【千歳市】
被災状況調査(河川・砂防・道路)

【苫小牧河川事務所】
TEC-FORCE河川第２基地

【札幌開発建設部】
災害対策本部
TEC-FORCE河川調査前線基地

※平成30年10月13日をもって派遣終了

▲防災ヘリによる被災状況調査 ▲全国のTEC-FORCEが集結 ▲自治体所管施設の被災状況調査 ▲被災調査報告書の手交（厚真町）

【厚真町】
現地対策本部

TEC-FORCE派遣（リエゾン以外）箇所図
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9月6日
9月6日～10日
9月7日

5

旭川開発建設部管内での地震よる被災は確認されませんでしたが、停
電（ブラックアウト）が全道的なことが判明し、長期化が予測されたことか
ら、管内全自治体に対してのリエゾン派遣を派遣することは、人員装備を
考慮すると実情不可能なため自治体情報が集まる上川総合振興局のみ
にリエゾンを派遣しました。

また、停電による断水対応のため、旭川市千代ヶ岡地区、東川町に散
水車（給水装置付）を派遣しました。

リエゾン（上川総合振興局） 2名
東川町給水支援 散水車（給水装置付）1台
旭川市千代ヶ岡地区 散水車（給水装置付）1台

旭川開発建設部の管内支援

9月6日 上川総合振興局 9月7日 旭川市千代ヶ岡 9月6日～ 東川町
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6

旭川開発建設部の管内支援

中川町避難所（名寄河川事務所） 士別市役所（士別道路事務所）美瑛町浄水場（旭川河川事務所） 美瑛町給水施設（旭川道路事務所）

各事務所においては、ブラックアウト（停電）対応として、ホットライン等を活
用し、管轄自治体に発電機の貸出支援も行いました。10市町村、のべ22台

発電機も使用用途に応じて規格がありますので、支援要請を行う場合は、
電圧（100V,200V,400V）、容量（○○kVA,○○kW）、電灯コンセント用、モー
ター用、使用箇所などの情報もお願いします。

※可搬型（移動用）発電機で10kW以上のものは、電気事業法の自家用電気工作物として
届出が必要となりますので、

自治体で【購入】等予定がある場合は、各自治体の電気主任技術者（委託含む）又は経
済産業省北海道産業保安監督部に確認を お願いします。
レンタル発電機についても、使用者が届出をすることとなっています。
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7

TEC-FORCE（国土交通省）の業務種別は、リエゾン、
先遣班（総括班）、情報通信班、被災状況調査班、応急
対策班に大別され、今回、旭川開発建設部としての派
遣は、下記のとおりとなっており、のべ28名派遣しまし
た。

全国（北海道開発局含む）のべ2,897名
また、災害対策用機械等も派遣しています。

被災状況調査班（砂防） 2班8名（内、1班12日まで）
被災状況調査班（道路） 1班4名
情報調整班（電気通信） 1班1名
被災状況調査班（砂防） 1班4名
※大規模土砂対策班 1班2名
※大規模土砂対策班 1班2名
※ヘリ調査班 1名
応急対策班（機械） 1班2名
応急対策班（機械） 1班2名

9月7日～11日（12日）

9月8日～9日
9月12日～16日
9月16日～22日
9月26日～10月2日
9月29日
9月12日～13日
9月15日～16日

旭川開発建設部の胆振東部地域支援

被災状況調査

TEC-FORCE打ち合わせ状況
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速やかに災害現場へ出動し、通信確保及び情報収集・伝達を行う
機械です。不感地帯がほとんど無く、日本国内のほぼ全域で通信
を確保することが可能です。

発電機・照明装置を搭載しており、夜間復旧作業及び現場監視にお
ける照明作業を行う機械です。400m先でも新聞が読めるほどの
明るさで、最も出動機会が多い機械です。

道路の散水作業に使用する散水車に給水装置を搭載し、給水活動に
も利用できる構造となっているほか、各種施設の給水タンク等に水
を圧送することが可能です。

照明車（胆振東部地域） 衛星通信車（胆振東部）

散水車(給水装置付)（管内、胆振東部地域）

大雨出水による内水排除作業支援

H23.9旭川市

堤防損傷災害出動

H30.9むかわ町

市民へ飲料水の提供

H22.8天塩町

8

ゴム製無限軌道を備えており、一般車両では走行が困難な岩山、
沼地、冠水路、雪上などの場所や過酷な気象条件のもとでも走行
が可能です。

水陸両用車（胆振東部地域）

参考資料

派遣された災害対策用機械等

9月８日～１４日 １台9月6日～28日 2台

9月11日～18日 １台
9月11日～19日 １台

9月15日～22日 １台
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